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ほっとひと息、ホットな話題　　

当日は風が吹き、身の丈以上に炎が燃え上がった

御嶽山春祭り
「火渡り」に観衆が手に汗を握る

日枝神社春祭り　吉田林獅子舞
花吹雪の中、伝統の獅子舞を奉納

　４月14日に厄除御嶽山神社の春祭りが開催されました。
　本神社は、御嶽信仰に基づく神社で、市内外を問わず各地
から多くの人がお参りに訪れています。
　今回の春祭りでは、２年ぶりに荒行の「火渡り」が執り行
われました。無病息災・火難除を祈願し、大護摩が焚かれ燃
え上がる火の中を渡る様子を観ようと、アマチュアカメラマ
ンをはじめ多くの観衆が集まりました。

　４月14日、児玉町吉田林で日枝神社春祭りが行われ、吉田
林獅子舞が奉納されました。
　この獅子舞は、江戸時代中頃に流行した干ばつや病気の蔓
延を止めるために獅子頭を奉納したことが始まりとされてい
ます。今年は境内に花吹雪が舞う中の獅子舞奉納となり、日
枝神社での奉納の後に村周りが行われました。
　

笛の音に合わせて３頭の獅子が太鼓を叩き、獅子舞が披
露された

稲作の豊穣祈願の演目である「種蒔」などを披露

地域の安全と繁栄を祈って
城山稲荷神社例大祭

第23回本庄早稲田の杜
クロスカントリー＆ハーフマラソン大会

　４月14日、城山稲荷神社例大祭が行われ、境内の神楽殿で
は、金鑽神楽本庄組の神楽が奉納されました。
　当日は「相

あいおい
生」や「種

たねまき
蒔」などの演目が披露され、神楽奉

納と同時に金鑽神楽本庄組による神楽の解説も行われまし
た。神社に参拝した人たちは足を止め、神楽を楽しんでいる
様子でした。

　春の穏やかな天気に恵まれた本庄早稲田の杜クロスカント
リー＆ハーフマラソン大会は、4月14日に行われました。
　今年で23回目を迎えた大会には、北は北海道、南は沖縄県
と、全国から2,792人がエントリー。若葉が萌え始めた里山
を駆け抜けたクロスカントリー、満開のこだま千本桜に歓迎
されるように走ったハーフマラソン。完走したランナーの笑
顔と、春の陽に輝く汗が印象的でした。

険しいクロスカントリーのコースに挑むランナーたち

まちかどＳｎａｐ

第12回こだま千本桜まつり
満開の桜のもと春を満喫

八幡大神社春季大祭
厳かに夜神楽を奉納

　４月７日に開催された「こだま千本桜まつり」は、満開の
桜の中での開催となりました。
　会場では、児玉中学校吹奏楽部や地元郷土芸能など数々の
ステージイベントが催されました。また、各種模擬店が出店
し、お花見をしながら食べ歩く人や河川敷にお弁当を広げる
人など多くの来場者で賑わいました。
　

　４月13・14日の２日間、牧西の八幡大神社で春季大祭が行
われ、多くの地域の人たちで賑わいました。
　祭りでは両日、平成27年に18年ぶりに復活した金鑽神楽宮
﨑組による神楽が奉納されました。13日の午後６時からは、
夜神楽で演目「禊

みそぎ
」と「伊

い ぶ や ざ か
賦夜坂」の２座を披露。少し冷た

く感じた春の夜風に乗って、神楽囃子が心地よく響いていま
した。

産泰神社春季例大祭
柄
ひしゃく
杓を奉納し安産・子宝祈願

第10回若泉公園桜まつり
お目当てのブースに長蛇の列

　４月４日、四方田地内にある産泰神社で春季例大祭が行わ
れ、今年も多くの人が訪れました。「安産の神様」として知
られ、出産を控えた人は底の抜けた柄杓を納め安産を祈願
し、子宝を望む人は底のある柄杓を奉納し祈願していまし
た。
　また、金鑽神楽杉田組による神楽の奉納や露店の出店もあ
り、境内は賑わっていました。

　４月６日、若泉運動公園第２グラウンドで第10回若泉公園
桜まつりが開催されました。
　会場内の出店コーナーでは46店舗が軒を連ね、人気店舗は
昼前に完売の声が聞こえるほどの大盛況でした。　
　会場では、レジャーシートを敷いてピクニック気分で楽し
む人の姿も多く見られ、春の一日を満喫できるイベントとな
りました。

今年からライトアップが実施され、昼夜を通して楽しめ
る千本桜。開花期間中、約２万人がお花見に訪れた

幻想的な雰囲気の中、市内でも珍しい夜神楽が披露された

柄杓を奉納しながら祈願する参拝者

ご当地グルメのつみっこや納豆ピザライスなどお昼時に
は多くの人が列を作った

Hot Space　




